
        
 
                                 
 
 

 

 

 角山学区には、医療的ケアが必要で県立岡山東支援

学校に通学している１年生のお子さんがいらっしゃい

ます。普段は一緒に学校生活を送ることはできないの

ですが、年に数回の交流をきっかけに、同じ角山の仲

間として共に尊重し合いながら協働して生活できるよ

うになってほしいと考えています。 

 １０月６日（金）２校時目、１年生の音楽の時間に今年

度１回目の交流を行いました。この日までに、一人一人

自己紹介カードを作ったり、「はじめの言葉」や「終わり

の言葉」を分担したりして、準備を通して１年生は会え

るのをとても楽しみにしていました。当日もみんなウキ

ウキでした。 

 歌を聞いてもらったり、カスタネットやタンブリンを使

って一緒にリズム打ちをしたり、にぎやかな楽しいひと

時をすごしました。 

 この交流では、お子さんによって同じように活動できることもあれば、同じにはできないこともあり

ます。少し工夫することで一緒にできることもあります。一緒の空間を楽しむこともできます。「どうす

れば一緒にできるかな」と考えることを大切にしながら今後も続けていきたいと考えています。地域

の行事などで会えるといいですね。 

 

 

 

 

 本年度は中学校区で共通して生活安全の学習に取り組んでい

ます。角山小学校では、特にＳＮＳとの付き合い方に焦点をあて、

就実大学人文学部の筒井愛知先生をお招きして、５・６年生児童

とその保護者を対象にＳＮＳ教室を行いました。 

「スマホは、大人でもなかなか止められない扱いの難しい道具です」 

 運転中のスマホ操作を原因とした交通事故。よくないと思っていても、警察の啓発だけでは治ま

らず、きびしい罰則が設けられるまで減りませんでした。 

「スマホは便利です＝成長の妨げになります」 

 成長は日々のトレーニングの結果です。簡単に記録できたり調べることができたりする機能は便

利です。人の体験談やHow-toは答えを教えてくれているようです。しかし時として、それらの便利

さは成長の妨げにもなります。①調べる力が身に付かない②記憶力が衰える③じっくり考えなくな

る④人任せになる。大人になって必要な力が育たないのではないでしょうか。 

 ＳＮＳを舞台としたトラブルは本校でも起きています。さざ波体験で終わるうちにメディアとの付き

合い方を身に付けてほしいと考えます。お子さんのよりよき成長を願い、ご家庭でも話題にしていた

だければ幸いです。 

 筒井先生の講演は上道中学校でも１１月２日（木）に行われるとのことでした。   
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 角山小学校の子どもたちは、日々落ち着いた恵まれた環境で時間を過ごしています。大勢の中で揉

まれる経験はあまりありません。なので、大勢の中で物怖じしてしまわないか心配な面もあります。そ

こで、小学校の内から人に積極的に関わり、人とつながる術をもち、大勢の中でも力を発揮できるよ

うになってほしいと考えています。 

 特に、日々取り組めることとして挨拶に焦点をあてています。普段、仲のよい友達や担任に気持ちよ

く挨拶をしている子の姿を見かけます。しかし、積極的に人に関わることが目的なので、仲のよい友達

や担任より、むしろ仲がよいとは言えない人に挨拶することが大切だと考えています。とはいえ不審

者対応もあるので、見ず知らずの人に闇雲に挨拶するのも、今の時代あまり適切だとは言えません。

仲がよいとはいえない友達や先生、普段あまり話すことがなくても近所に住んでいると分かっている

人に挨拶することも大切にしたいと考えています。より多くの人とつながり、困っている時に助け合え

る関係を築いてほしいと考えています。 

 最近では、子どもに挨拶を促してくださる地域の方もいらっ

しゃいます。遠くの方から毎朝大きな声で挨拶してくれる子も

います。３年中須加健人さんと中須加悠人さんは、運動場の 

向こうから職

員室まで届く

声で挨拶して

くれます。 

１年荒砂圭汰

さんは校長の

姿が見えた途

端、元気な声

で挨拶してく

れます。元気

のよい挨拶

が連鎖するこ

とを願ってい

ます。 

 

 京都・奈良への１泊２日。この６年生にとっては、初めての泊

を伴う校外学習でした。涼しい気持ちよい気候の中、マナーよ

く振舞う６年生は角山小学校の自慢です。一番人気は鹿苑寺。

その美しさは目に焼き付いたことでしょう。保護者の方々、お 

迎えをありが

とうございま

した。６年生

に と っ て も

「有難み」を

多く感じた旅

行となりまし

た。 


